
授業科目(ナンバリング) 総合演習Ⅰ(IB380) 担当教員 健康栄養学科 専任教員 

展開方法 演習 単位数  1 単位 開講年次・時期 3～4年 必修・選択 必修 

授 業 の ね ら い  

アクティブ・ 

ラーニング 

の 類 型 

 臨地実習を前に、これまでに学修した専門基礎科目および専門基幹科目の内容を様々な角度から検討を

加えて知識の再確認を行い、総括的理解を深めて知識の融合を図り、総合的な能力を身につけることを目

的とする。 

① ② ④ 

⑪ ⑫ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力 
管理栄養士として必要な専門的、実践的な自己課題を習得した知

識・技術を活用し、解決することができる。 

・課題への取り組み 

・授業態度・授業へ

の参加度 

30% 

10% 

 

情報収集、 

分析力 

各分野・領域に関する重要事項について関心と意欲を持ち、その

知識・技術を包括的に応用することができる。 

・課題への取り組み 

・グループでの取り

組み 

10% 

5% 

 

コミュニケーシ

ョン力 

各種能力を活用した上で、さらに卒業後判断が困難な事項を解決

するために、学科の学生や教員とコミュニケーションを図りながら

スキルを向上させることができる。 

・グループでの取り

組み 
15% 

協働・課題解決

力 

管理栄養士業務で発生する様々な問題を発見し、それを修正・改

善することができる。 

・グループでの取り

組み 

・授業態度・授業へ

の参加態度 

10% 

 

5％ 

 

多様性理解力 領域を超えた専門知識と技術を関連づけ活用できる。 

・課題への取り組み 

・授業態度・授業へ

の参加 

10% 

5% 

 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

・課題への取り組み(50%)は、各回で担当教員より出される課題について理解しながら取り組んでいるかについて確認

し、個別にフィードバックを行う。 

・グループでの取り組み（30%）：臨地実習に向けたグループ活動として協調性や協力態度を評価する。 

・授業態度、授業への参加度（20%）：演習に対して積極的な態度で臨んでいるかについて毎回の予習復習の取り組みを

確認し、評価する。 

授 業 の 概 要 

・これまでに学修した専門基礎科目と専門基幹科目の全般の知識を再確認し、各自がそれぞれ抱える問題点などを主

体的に検討し、これを課題として担当する教員の指導を受け、栄養学全般の総合的理解を深めるとともに、活用に

向けた応用力の基礎を準備する。 

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分である。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：管理栄養士・栄養士必携（第一出版）、本学教員作成のプリントなど 

参考書：各科目教科書および参考書など 

指定図書：管理栄養士・栄養士必携（第一出版） 

授業外における学修及び学生に期待すること 

・専門教育の総括として実施するので趣旨を理解し、与えられたテーマの課題を解決するために必要な専門基礎科目お

よび専門基幹科目の復習を行った上で授業に臨み、各自の能力を最大限に向上させる意欲を持って努力することを期

待する。 

・管理栄養士としての業務が遂行できるように、各分野の知識を関連づけながら復習することを期待する。 

・事前学習や復習を常に行い、自学自習の習慣を身につけて、授業にそなえる。 

・授業回数の 3分の 2（10回）以上の出席を以て、評価対象者とする。 

・特別な事情を除き、無許可での途中退席は不可とし、私語は慎み、携帯電話の使用は厳禁とする。 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 管理栄養士の職務について 
管理栄養士の役割や重要性について、臨地実

習を通して理解できるよう認識を高める。 

管理栄養士の職務について予習

し、授業で学んだことを復習す

る。 

2 公衆栄養学 
管理栄養士・栄養士の活動状況と役割、臨地

実習の目的・意義等を理解する。 

公衆栄養学で学修した内容を予

習し、臨地実習の目的について復

習する。 

3 社会・環境と健康 
臨地実習施設と地域とのかかわりを理解す

る。 

関連科目の予習を行い、臨地実習

施設と地域の関わりについて復

習する。 

4 人体の構造と機能 
臨地実習施設の対象者に対する情報収集を行

い、理解を深める。 

関連科目の予習を行い、臨地実習

施設対象者について復習する。 

5 基礎栄養学 
臨地実習施設の対象者に対する基本的な知識

と技術について理解する。 

関連科目の予習を行い、臨地実習

施設の対象者に対する知識や技

術を復習する。 

6 食べ物と健康 
臨地実習施設における衛生管理について理解

する。 

関連科目の予習を行い、臨地実習

施設における衛生管理を復習す

る。 

7 給食経営管理論 
臨地実習施設の給食運営に関する理解と、不

測の事態への対処方法を理解する。 

給食経営管理論の講義及び実習

内容を予習し、臨地実習施設の給

食運営を復習する。 

8 応用力確認① 
臨地実習施設の対象者に応じた献立作成を行

い、応用力を身につける。 

対象者に応じた献立作成につい

て予習し、授業内容を復習する。 

9 応用栄養学 
臨地実習施設での情報集積、各自の研究課題

設定および達成状況を確認する。 

臨地実習での必要な情報収集に

ついて予習し、各自の研究課題設

定について復習する。 

10 栄養教育論 
臨地実習施設での各自の研究課題のプレゼン

テーションの手法等について検討する。 

臨地実習施設での研究課題につ

いて予習し、プレゼン方法を復習

する。 

11 臨床栄養学 
臨地実習施設での情報集積、対象者に対する

各自の研究課題についてまとめる。 

臨地実習施設の対象者について

予習し、授業内容を復習する。 

12 応用力確認② 
臨地実習施設の対象者に対して適切なアセス

メントができるか確認する。 

臨地実習施設の対象者に対する

アセスメント方法を予習し、授

業内容を復習する。 

13 疾病の成り立ち 
傷病者に対する管理栄養士の役割について確

認し理解を深める。 

関連科目の予習を行い、臨地実習

施設における管理栄養士の役割

を復習する。 

14 課題設定① 
公衆栄養学臨地実習の報告会を聴講し、自身

の臨地実習課題を設定する。 

公衆栄養学臨地実習について予

習し、報告内の内容を振り返り復

習する。 

15 課題設定② 
臨床栄養学臨地実習の報告会を聴講し、自身

の臨地実習課題を設定する 

臨床栄養学臨地実習について予

習し、報告会の内容を振り返り復

習する。 

※専任教員：岡本、古賀、熊井、佐々木、野村、水江、林、松尾、山口、小田、川内、川野、高江洲、藤井、宮原、 

      吉村、菊地 


